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経験は後の著作『The Lady’s Country 
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た自費出版の本『Prose and Verse』（1824年）に収められた次の詩 7に、一人娘
ジェーンの父親への信頼と愛情を、また母親と父親の教育方針もうかがうこ
とができるだろう。
With tender pains from earliest youth
You trained my steps in virtuous route,
Taught me to know her worth and truth,
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邸宅（villa residence）」と呼ぶ様式で、その設計趣旨などは彼の『The Suburban 






　彼女は結婚の前後に二冊の本を出している。『Stories of a Bride』（ 1829年）
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　しかし、執筆活動は1830年の結婚を機に中断し、2年後の1832年10月28日
に一人娘（Agnes）13が誕生した。










　執筆活動が再開されるのは結婚から9年目の1839年、『Agnes, or the 
Little Girl who could Keep a Promise』が出版され、翌1840年には『The Young 
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パクストン（Sir Joseph Paxton: 1803-65）17だった。
　ジョン・C・ラウドンは起業家精神を発揮して次々に新しい本や雑誌を企画
し、また大きな庭園や公共墓地の設計を請け負った。しかし、1832年から刊
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していく。1841年には『The First Book of Botany』と『The Ladies’ Companion to 
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the Flower Garden』、それに『The Ladies’ Flower Garden』の第Ⅱ巻、1842年には
『Botany for Ladies』、そして1843年には『The Ladies’ Flower Garden』の第Ⅲ巻。
　『The First Book』は植物学の入門書であり、主要部分はカンドル 18による植
物分類学の紹介だが、その前段として植物の形態学・解剖学と落葉と常緑な
ど生活型による区分が解説されている 19。『The Ladies’ Companion』は主とし






リ 『ーLadies’ Botany』（ 1834年）を愛読して植物学を学んだ。自分の『Botany 
for Ladies』の序でも、リンドリーの教科書だけは他の男性植物学者の本と同
列には語れないと称賛している。
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る。
　このほかに児童書も二冊出している。『The Year-Book of Natural History for 






Magazine』の1842年12月号に彼女の二冊の本、『The Ladies’ Companion to the 






　1843年に出たもう一冊も出版社からの依頼による。『Glimpses of Nature 
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　唯一の例外といえるのが、『The Lady’s Country Companion, or How to Enjoy 
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女性週刊誌の編集長に抜擢される
　ラウドン夫妻の交友関係のなかで、本稿との関係でもっとも注目すべき
は小説家ディケンズ（Charles John Huffam Dickens: 1812-70）30とその一派で
ある。上記のエッグとコリンズもディケンズ一派であり、またディケンズ編
集の週刊誌『the Household Words』の副編集長ウィルス（Mr. Wills）、週刊風刺
漫画誌『パンチ（Punch）』の編集長レモン（Mark Lemon: 1809-70）、風刺画家の























家ランドシーア（Edwin Henry Landseer: 1802-73）夫妻、作家のウィルキ ・ーコ
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リンズとその末弟で画家チャールズ・コリンズ（Charles Allston Collins: 1828-
73）、挿絵画家で昆虫学者でもあったハンフリーズ（Henry Noel Humphreys: 
1810-79）とその妻、作家ウィリアム（William Howitt: 1792-1879）と詩人メア
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1  本稿は園芸文化研究所の一般研究助成「ジェーン・ラウドンと近代初期の主婦の
園芸」の2009年度の報告書である。
2  Howe, Bea, 1961. Lady with Green Fingers: The Life of Jane Loudon. Country Life 
Limited (London). 表題に使われている「Green Fingers（緑の指）」という言葉を




なお、Arkell, R., 1934. Green Fingers がどのような本か、ウェブ上の古書情報など
を調べてみると、詩集で副題はA Present for a Good Gardenerとなっている。ガー
デニング賛歌のような詩集なのだろう。続編もあったようで、またさまざまな
版がでているので、根強い人気をうかがうことができる。
3  アグネス・ラウドン（Agnes Loudon, later Agnes Spofforth:1832-63）。 二冊の児童
書を書き残した。『Tales for Young People 』(1846)と『Tales of School Life』 (1849)で、






5  注2の評伝の扉絵より。所蔵は曾孫のMrs Rex Spofforth。
6  この屋敷は赤レンガ造りのジョージ王朝様式の建物で、父親はジェーンが生ま
れた直後に購入していた。この建物は1950年代までは現存していたが、中学校
建設のために壊されてしまった（Howe, 1961. p. 29）。
7  “Lines Addressed to my Father on his Birth Day”. From Editor’s Introduction of Jane 
(Webb) Loudon, The Mummy!: A Tale of the Twenty-Second Century, edited by Alan 
Rauch (1994, Univ. Michigan Press), pp. x-xi.
8  “A Short Account of the Life and Writings of John Claudius Loudon”. By Jane 
Loudon. Preficed to John C. Loudon, 1845, Self-Instruction for Young Gardeners, 
Foresters, Bailiffs, Lond-Stewards, and Farmers.
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9  メアリ ・ーウルストンクラフト・ゴドウィン・シェリ （ーMary Wollstonecraft 
Godwin Shelley: 1797-1851）は英国の小説家で、もっとも初期のフェミニストと
して知られる。
10  Mary L Pendered, 1923. Jon Martin: His Life and Times. Hurst and Blackett.
11  前掲（注7）の“A Short Account of the Life and Writings of John Claudius Loudon”.
12  この家はいまも現存している。住所は「No. 3 & 5, Porchester Terrace」。2世帯用に








14  Loudon, Mrs., 1840. Instructions in Gardening for Ladies. London: John Murray. pp. 
v-vi.
15  以下の引用は初版（1840年）による。
16  いまでは192点の版権無料の図版集が「CD-ROM」版で手に入る。Jane W. 
Loudon., 2007. Ladies’ Flower Garden CD-ROM and Book. Dover Publications.
17  1841年には『ガーデナーズ・クロニクル（Gardeners’ Chronicle）』を創刊し、園芸雑
誌界に不動の地位を得る。また1851年のロンドン万博の会場「クリスタル・パレ
ス」を設計し、経済的・社会的にも大きな成功をおさめた。
18  カンドル（Candolle Augustine Pyrame de: 1778-1841）スイスの植物学者。世界の
高等植物の100以上の科について膨大な植物誌を編纂しようとし、死後は息子
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21  第2版（1851年）による。
22  「ロンドン園芸協会」（the Horticultural Society of London）は1804年に創設され、
1861年に勅許をえて「王立園芸協会」（the Royal Horticultural Society）となった。














25  初版のファクシミリ版による（Baker, N. ed., 1984. Published by The Paradigm 
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雑誌の1844年のいずれかの号に掲載された。チェンバーズはまた、匿名で出版













32 HP「Victorian Short Fiction Project」（http://vsfp.ctlbyu.org/index.php?title=Category 
:The_Ladies_Companion_at_Home_and_Abroad）。








35  興味深いことにディケンズが編集人をつとめた週刊誌『Household Words』（ 1850
年3月27日創刊）も、発行元のBradbury & Evansとの意見の食い違いのため、1859
年5月28日号をもって廃刊された。ただし、ディケンズはただの編集人ではな
く出資者でもあり、この雑誌もBradbury & Evans社から完全に独立し、『All the 
Year Round』と装いを変えて継続され、ディケンズが1870年に死去した後も1895
年までつづいた。
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